
項目名

■ □ □

実績

評価者

松井まちづくりセンター長　森田喜良

項目名

■ □ □

実績

評価者

富岡まちづくりセンター長　鈴木　健

項目名

■ □ □

実績

評価者

小手指まちづくりセンター長
　　　　　　　　　　　　　佐藤　尊之

項目名

■ □ □

実績

評価者

山口まちづくりセンター長　仲　正之

無

有 無

無

H29年度に改善した点

第１章　コミュニティ  第１節　地域コミュニティ

有益
な
もの

有

所沢市まちづくりセンター条例、

所沢市まちづくりセンター条例施行規則、所沢市地域づ
くり協議会活動支援交付金交付要綱

根拠法令

自治事務

0.00 人

事業の目的及び具体的な内容

所沢市まちづくりセンター条例施行規則、所沢市地域づ
くり協議会活動支援交付金交付要綱

人と人との絆を大切にし、互いに支え合い助け合う地域
づくりを推進するため、地域づくり協議会に対し、1年度
あたり100万円を上限に地域づくり協議会活動支援交
付金を交付するとともに、次の取組みを行う。
①山口まちづくり協議会活動への支援②自治会・町内
会等の地域コミュニティの支援③まちづくり活動の人材
育成
④地域の公共的団体の育成・支援⑤地域情報の提供
⑥地域防災⑦地域住民の要望等の処理・連絡調整

A

無

松井
まち
づくり
セン
ター

富岡
まち
づくり
セン
ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

優先

地域づくり協議会活動支援交付金交付対象事業
数

1,000千円

H28実績

目標設定の考え方・根拠

松井まちづくり協議会の交付金対象事業数を基
準として、住民参加・人と人との絆・支え合う地域
づくりへの達成度を推し量るもの。

H29決算額（見込み）

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H29目標値が未達成の理由・分析

H28決算額 指標名

1,045千円

1,051千円

法定受託事務 法定受託＋附加

H29予算現額

H28予算現額

1,051千円

所沢市まちづくりセンター条例、 昨年度に引続き、各々の部会会議を同日
に行うことで、地域課題に対する情報の共
有を図り協議会一体で取り組む体制が維
持できた。

協議会をより発展させていくためには、次
の取り組みが必要である。
・地域が抱える課題解決のために各々の
部会を活性化させる。
・組織のスリム化を検討し、役員の負担軽
減を図る。
・協議会の運営ルールを確立する。

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標

目標達成済

H29年度目標 H29実績

臨時職員

①地域住民の参加人数

②地域づくり協議会活動支援交
付金交付対象業務

③

4 4

H30年度目標

4 4
①3892

②４事業

③

Ｈ23年度～ 13,152千円

　自治会・町内会をはじめとした松井地区内の各団体で
構成する「松井まちづくり協議会」への交付金の交付等
を通して、地域住民自身が地域課題の発見とその解決
を行うことにより、住民参加と協働を促し、人と人との絆
を大切にし、お互いに支え合う地域づくりを進めることを
目的とする。その内容は、次のとおり
①地域づくり協議会活動への支援②自治会・町内会等
の地域コミュニティの支援③まちづくり活動の人材育成
④地域の公共的団体の育成・支援⑤地域情報の提供
⑥地域防災⑦地域住民の要望等の処理・連絡調整

H29正規職員
人件費

9,004千円 臨時職員

1.05 人
非常勤
特別職

1.55 人

H29その他職員
従事割合

0.00 人

0.00 人 4

H29決算額（見込み）

優先

非常勤
特別職

H29予算現額所沢市まちづくりセンター条例、

地域づくり支援事業

根拠法令

期間 0.00 人

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

1.45 人

1,022千円自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 1,022千円
①地域住民の参加人数（支援
事業の延べ参加人数）
②地域づくり協議会活動支援交
付金交付対象事業数<交付金
の交付対象となった事業数）

根拠法令

H28正規職員
人件費

所沢市まちづくりセンター条例施行規則、所沢市地域づ
くり協議会活動支援交付金交付要綱

指標名

H29実績

4事業

H30年度目標

事業の目的及び具体的な内容 H28年度目標 H28実績

H29年度目標17,493千円

H28決算額

臨時職員

「地域づくり協議会」の活動を支援することが目
的のため、交付金により活動できた事業数を指
標とする。

地域コミュニティ部会を中心に改めて組織
の再認識を行い、各５つの部会が情報共
有できるための検討を始めた。

H29目標値が未達成の理由・分析

目標達成済達成済

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

0.10 人

H28その他職員
従事割合

地域づくり協議会活動支援交付金交付対象事
業数

H29その他職員
従事割合

目標設定の考え方・根拠

A

全ての部会で個別の活動ができるよう支
援していくとともに、各部会が協力し合い
事業を展開していけるよう支援していく。

成果指標の目標値を達成してお
り、各部会活動の成果が挙げられ
ていると考える。
今後も引き続き、既存事業の運営
主体を地域づくり協議会に移行す
るよう支援していく。

H29年度に改善した点

2.04 人
非常勤
特別職

0.10 人

1,033千円 1,032千円

1.99 人
非常勤
特別職

H29正規職員
人件費

5事業 5事業

1.60 人

①12,767人

②5事業

③

16,885千円 臨時職員

4事業

6事業

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

期間

H23年度～

人と人との絆を大切にし、互いに支え合い助け合う地域
づくりを推進するため、地域づくり協議会に対し、1年度
当たり100万円を上限に、地域づくり協議会活動支援交
付金を交付するとともに、次の取組を行う。
①地域づくり協議会活動への支援②自治会・町内会等
の地域コミュニティの支援③まちづくり活動の人材育成
④地域の公共的団体の育成・支援⑤地域情報の提供
⑥地域防災⑦地域住民の要望等の処理・連絡調整

地域づくり支援事業

H29目標値が未達成の理由・分析

H29年度に改善した点

1,023千円 ①地域住民の参加人数

②地域づくり協議会活動支援交
付金交付対象事業数

③

指標名 目標設定の考え方・根拠

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

交付金には上限があるため、１事業に対する事
業費がかさばると、実施できる事業数が減ってし
まうため。

H28その他職員
従事割合

小手
指ま
ちづ
くりセ
ン
ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額 H28決算額

1,018千円

臨時職員 0.40 人

期間

H28年度目標 H28実績

1,023千円

非常勤
特別職

4件 4件

地域づくり協議会活動支援交付金交付対象事業
数

H29決算額（見込み）

Ｂ

地域づくり協議会は、住民の参加と協働により地
域内の課題解決に向けた取り組みを行う組織で
あり、その活動に対して交付金を交付している。
この交付金を活用して行った活動は、会の組織
目標に沿った活動であると考えるため。

22,295千円 臨時職員 0.50 人

①4,484人

②3件

③

H29年度目標 H29実績

H29正規職員
人件費

19,091千円

4件 3件

非常勤
特別職

H30年度目標

4件

山口
まち
づくり
セン
ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 1,055千円

地域づくり支援事業

根拠法令 H29予算現額

人と人との絆を大切にし、互いに支え合い助け合う地域
づくりを推進するため、地域づくり協議会に対し、1年度
当たり100万円を上限に、地域づくり協議会活動支援交
付金を交付するとともに、次の取組を行う。
①地域づくり協議会活動への支援②自治会・町内会等
の地域コミュニティの支援③まちづくり活動の人材育成
④地域の公共的団体の育成・支援⑤地域情報の提供
⑥地域防災⑦地域住民の要望等の処理・連絡調整

2.60 人

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

平成23年度～

所沢市まちづくりセンター条例施行規則、所沢市地域づ
くり協議会活動支援交付金交付要綱

所沢市まちづくりセンター条例、

1,023千円

関係団体との連携に努めているが、特に
社会福祉協議会とは防災訓練に協力いた
だくようしたり、福祉事業を行うための協議
を始めた。

H28予算現額

1,025千円

H28決算額 指標名

2.25 人

地区全体に対する新規事業の検討がなか
なか難しい。
地域課題の吸い上げや解決を図るため、
更なる支援が必要である。

H29その他職員
従事割合

優先

交付対象事業の見直しと新規事業の創出

地域づくり支援事業

1.085千円

①地域住民の参加人数

②地域づくり協議会活動交付金
対象事業数

③

地域づくり協議会活動支援交付金対象事業数

事業の目的及び具体的な内容

当初予定していた１事業（狭山丘陵保全事業・柳
瀬川環境整備事業）は天候等の理由により事業
推進が図られなかったため休止とし、交付金を
他の新規事業に充当した。

22,038千円

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

3

H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

1.13人

3

住民参加と協働による地域課題の解決並びに安
全・安心な地域づくりを進めるための事業を実施
する。

①11,779人

②5件

③

H29年度目標 H29実績

H29予算現額

臨時職員

H29決算額（見込み）

1,075千円

非常勤
特別職

H29正規職員
人件費

2.57 人
非常勤
特別職

0.00人

H23～ 18,837千円 臨時職員 1.13人

H29年度に改善した点

H29その他職員
従事割合

B

6

5

交付金について、既存事業の経費がラン
ニングコストとなり事業が増えていっても、
新規事業立ち上げ経費が確保できる仕組
みへの改善が必要である。

5

H28年度目標

目標設定の考え方・根拠

期間 2.22人 0.00人 H30年度目標

所属
名称

経費

投入コスト
会
計

事務事業名称 事業概要（全体）

環境
影響

活動実績(H29)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

有害
な
もの

松井まちづくり協議会は設立から４
年が経過し主催の４事業の内容も
充実してきて成果が上がってきた。
また、協議会の共催事業への参加
者も年々増加している。今後は、主
催事業の更なる充実と地域の課題
を提案する５部会の活性化を図り、
新規事業に反映できいるように改
善をしていきたい。

地域づくりを進める協議会の活動を
支援する本事業は、協議会の主体
的な活動を支援するため、住民の
理解と協力を得ながら進める必要
がある。このため、効果が現れるに
は時間がかかるものと考えるが、今
後においても安定的に協議会を運
営できるよう支援を行い、今後も地
域づくりの中核を成す団体であるこ
とを期待したい。

交付対象事業は概ね計画どおりに
進められた。当初計画した野外事
業の場合は天候に左右されるので
休止も止むを得ないと判断する。

有 無
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有益
な
もの

所属
名称

経費

投入コスト
会
計

事務事業名称 事業概要（全体）

環境
影響

活動実績(H29)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

有害
な
もの

項目名

■ □ □

実績

評価者

吾妻まちづくりセンター長　比留間　嘉浩

項目名

■ □ □

実績

評価者

柳瀬まちづくりセンター長　橋本　浩志

項目名

■ □ □

実績

評価者

三ケ島まちづくりセンター長
森澤　宣行

項目名

■ □ □

実績

評価者

センター長　澤田　孝男

人と人との絆を大切にし、互いに支え合い助け合う地域
づくりを推進するため、地域づくり協議会に対し、1年度
当たり100万円を上限に、地域づくり協議会活動支援交
付金を交付するとともに、次の取組を行う。
①地域づくり協議会活動への支援②自治会・町内会等
の地域コミュニティの支援③まちづくり活動の人材育成
④地域の公共的団体の育成・支援⑤地域情報の提供
⑥地域防災⑦地域住民の要望等の処理・連絡調整

所沢市まちづくりセンター条例施行規則、所沢市地域づ
くり協議会活動支援交付金交付要綱

所沢市まちづくりセンター条例、

自治事務 法定受託事務

H28予算現額

15,864千円

1,008千円

22,910千円

事業の目的及び具体的な内容

人と人との絆を大切にし、互いに支え合い助け合う地域
づくりを推進するため、地域づくり協議会に対し、1年度
当たり100万円を上限に交付する地域づくり協議会活動
支援交付金等を活用するとともに、次の取組を行う。
①地域づくり協議会活動への支援②自治会・町内会等
の地域コミュニティの支援③まちづくり活動の人材育成
④地域の公共的団体の育成・支援⑤地域情報の提供
⑥地域防災⑦地域住民の要望等の処理・連絡調整

所沢市まちづくりセンター条例、

一
般

H29予算現額 H29決算額（見込み）

H29目標値が未達成の理由・分析

18,865千円

2.20 人
非常勤
特別職

地域づくり支援事業
H28実績

吾妻
まち
づくり
セン
ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

臨時職員

11千円優先

H28その他職員
従事割合

0.00 人

53千円

①公共団体の支援事業

②地域づくり協議会活動支援交
付金対象事業数

③地域づくり協議会の設立に向
けての会議開催数

支援事業の延べ参加人数

所沢市まちづくりセンター条例施行規則、所沢市地域づ
くり協議会活動支援交付金交付要綱

H28正規職員
人件費

15千円

63千円

法定受託＋附加

事業の目的及び具体的な内容

根拠法令

①４４回

②０回

③３回

H29年度目標 H29実績

H29その他職員
従事割合

0.00 人

目標設定の考え方・根拠

地域コミュニティ、公共団体等への支援及び地域
づくり協議会設立を目標とする。

H28決算額 指標名

H28年度目標

H30年度目標

17200

地域コミュニティ、公共団体等への支援事業に対
しては目標を達成している。なお、地域づくり協
議会設立に向け、吾妻町内会連絡協議会にお
いて意見交換を行っているが、設置についての
意見の一致は図られておらず、引き続き協議の
場を進めていく。

13000 13410

H２３年度～ 16,546千円 臨時職員 0.50 人

期間 1.95 人
非常勤
特別職

地域コミュニティの醸成を図るため、地域づくり協議会の設立
に向けた支援を行うとともに、自治会・町内会等の地域コミュ
ニティの支援や、地域づくりを担う人材の育成、まちづくりセン
ターにおける地域情報の発信などの地域づくりの支援に取り
組む。
①地域づくり協議会の設立及び活動への支援②自治会・町
内会等の地域コミュニティの支援③まちづくり活動の人材育
成④地域の公共的団体の育成・支援⑤地域情報の提供⑥地
域防災⑦地域住民の要望等の処理・連絡調整

H29正規職員
人件費

0.70 人

柳瀬
まち
づくり
セン
ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

期間

事業の目的及び具体的な内容

優先

所沢市まちづくりセンター条例、

地域づくり支援事業

人と人との絆を大切にし、互いに支え合い助け合う地域
づくりを推進するため、地域づくり協議会に対し、1年度
当たり100万円を上限に、地域づくり協議会活動支援交
付金を交付するとともに、次の取組を行う。
①地域づくり協議会活動への支援②自治会・町内会等
の地域コミュニティの支援③まちづくり活動の人材育成
④地域の公共的団体の育成・支援⑤地域情報の提供
⑥地域防災 ⑦地域住民の要望等の処理・連絡調整

1.33 人 0.00 人 H30年度目標

6

1,000千円

平成29年度の地域福祉部会の取組（住民
懇談会）から見えてきた地域の課題につい
て、同部会が自主的に協議会に投げかけ
解決に取組む動きが始まった。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

地域づくり協議会活動支援交付金交付対象事
業数

4

今後も所沢駅西口再開発事業、飯能所沢
線第３工区、柳瀬川護岸工事など住民の
安全対策など地域の諸問題の解決に向け
た検討を進める。
地域づくり協議会設立に向けた取り組みを
更に進める。

地域の課題解決に向け、各種団体
との連携強化を進めるとともに、地
域住民の関心の高い地域情報を提
供した。
地域づくり協議会設立に向け、吾妻
町内会連絡協議会において協議を
進めているが、結論には至っていな
い。

H29正規職員
人件費

B

H29年度に改善した点

13500 17174

H28予算現額

非常勤
特別職

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

A

H29年度に改善した点

協議会活動を促進するため窓口グルー
プ、コミュニティ推進・公民館グループがよ
り相互連携を図り、協議会に対して総
合的な支援を行っていく。

所沢市まちづくりセンター条例施行規則、所沢市地域づ
くり協議会活動支援交付金交付要綱

H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

目標達成済

根拠法令 H29予算現額 H29決算額（見込み）

1,046千円

H28正規職員
人件費

5,831千円

1,000千円

①地域住民の参加人数

②地域づくり協議会活動支援交
付金交付対象事業数

4

1,046千円

0.00 人

H28その他職員
従事割合

H29実績

Ｈ28年7月に協議会が発足し、これ
まで個々に地域課題に取り組んで
きた各団体が部会会議等を通し協
力して活動するようになった。

臨時職員

非常勤
特別職

H28年度目標

H28決算額 指標名

5

H29年度目標

三ケ
島ま
ちづ
くりセ
ン
ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

自治事務

H28年度目標

指標名

三ケ島まちづくり推進会議が発足
後5年が経過し、徐々に地域に定着
してきた。　今後もまちづくり活動の
人材、団体の育成・支援に努める。

①10,022人

②5事業

H28決算額

6

目標設定の考え方・根拠

協議会に係る事業数を基準として、住民参加・
人と人との絆・支え合う地域づくりへの達成度を
推し量るもの。

H29その他職員
従事割合

0.70 人

①4957人

②6事業

事業の目的及び具体的な内容

H28年度～ 11,285千円 臨時職員

1,080千円

①地域住民の参加人数

②地域づくり協議会活動支援交
付金交付対象事業数

H29年度目標

0.68 人

所沢市まちづくりセンター条例施行規則、所沢市地域づ
くり協議会活動支援交付金交付要綱

13,720千円

事業の種別

0.40 人

H28決算額

地域づくり協議会活動支援交付金対象事業数

非常勤
特別職

H29決算額（見込み）

①8260人

②6事業

4

臨時職員

H29実績臨時職員 0.00 人

0.00 人 5

5

目標設定の考え方・根拠

A

目標達成済

H29目標値が未達成の理由・分析
B

6

H29実績

H29目標値が未達成の理由・分析H28実績

H28実績

5

交付金の交付等を通して、その自主的な活動を
支援することにより、住民の参加と協働による地
域課題の解決に向けた事業を指標とする。
目標値としては、今年度を目標としたい。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

0.00 人

優先

地域ネットワークに対する市からの交付金
を活用して、地域課題解決に向けた事業
が実施できた。

地域づくり支援事業

根拠法令 H29予算現額

H29年度目標臨時職員

H29正規職員
人件費

896千円

H29その他職員
従事割合

法定受託事務 法定受託＋附加 1,021千円

H28正規職員
人件費

①地域住民の参加人数
　
②地域づくり協議会活動支援交
付金交付対象事業数

地域づくり協議会活動支援交付金交付対象事業
数

1,039千円 1,039千円

H28その他職員
従事割合

61.60 人
非常勤
特別職

0.00 人

H29決算額（見込み）

非常勤
特別職

H23年度～ 7,637千円 臨時職員 0.00 人 5

0.00 人 H30年度目標

優先

1,007千円

自治事務 法定受託事務

期間 0.90 人

法定受託＋附加

地域づくり支援事業

根拠法令

1,081千円

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

0.00 人 61.85 人

0.00 人

H28年度目標

目標達成済

H30年度目標

5

地域づくり協議会の主催事業の発展のた
めの助言を行い、事業増を実現した。

11

地域づくり協議会への支援により、地域づくり協
議会の事業の充実がどれだけ進んだかを指標と
し、目標とする。

指標名 目標設定の考え方・根拠

期間

H23年度～

H29正規職員
人件費

2.70 人

H29その他職員
従事割合
非常勤
特別職

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

引き続き、地域団体の自主性を尊重し、そ
の活動の側面支援を行っていく。

所沢駅西口再開発事業、飯能所沢線第３
工区、柳瀬川護岸工事など住民の安全対
策など地域の諸問題の解決に向けた検討
を吾妻町内会連絡協議会を中心に関係団
体と進めた。地域に特化した情報を提供
し、地域住民と情報を共有した。

自治会加入率の低下及び、自治会に加入
しない若い世代が増えているため、広報紙
を通じて、魅力のある自治会活動をPRして
いく。

H29年度に改善した点

有

H29年度に改善した点

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

有

H29予算現額

新所
沢ま
ちづ
くりセ
ン
ター

実施計画ランク

無

地域づくりについては、リーダーの
世代交代や、主体的に地域活動に
参加する住民を継続的に増やして
いく必要があるなど対応すべき課
題が幅広く、かつ長期的である。単
年度の目標達成がすなわち目的達
成とならないことに留意し、本事業
を発展させたい。

有 無

有 無

無
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有益
な
もの

所属
名称

経費

投入コスト
会
計

事務事業名称 事業概要（全体）

環境
影響

活動実績(H29)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

有害
な
もの

項目名

■ □ □

実績

評価者

新所沢東まちづくりセンター長 足立 啓

項目名

■ □ □

実績

評価者

所沢まちづくりセンター長　内堀　耕介

項目名

■ □ □

実績

評価者

並木まちづくりセンター長　阿部美和子

項目名

■ □ □

実績

評価者

地域づくり推進課長　青木一圭

H29年度に改善した点

公共施設間の連携強化のため、所沢地区
内の公共施設間連絡調整会議を年2回開
催した。

自治事務

根拠法令

法定受託事務

法定受託事務 法定受託＋附加

所沢市まちづくりセンター条例、

所沢市まちづくりセンター条例、

所沢市まちづくりセンター条例、

1.80 人

712千円

人と人との絆を大切にし、互いに支え合い助け合う地域
づくりを推進するため、地域づくり協議会の設立に向け
た支援を行うとともに、次の取組を行う。
①地域づくり協議会の設立及び活動への支援②自治
会・町内会等の地域コミュニティの支援③まちづくり活
動の人材育成④地域の公共的団体の育成・支援⑤地
域情報の提供⑥地域防災⑦地域住民の要望等の処
理・連絡調整

人と人との絆を大切にし、互いに支え合い助け合う地域
づくりを推進するため、地域づくり協議会に対し、1年度
当たり100万円を上限に、地域づくり協議会活動支援交
付金を交付するとともに、次の取組を行う。
①地域づくり協議会活動への支援②自治会・町内会等
の地域コミュニティの支援③まちづくり活動の人材育成
④地域の公共的団体の育成・支援⑤地域情報の提供
⑥地域防災⑦地域住民の要望等の処理・連絡調整

1.35 人

法定受託事務

H28正規職員
人件費

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 718千円

期間 1.35 人
非常勤
特別職

優先 自治事務

地域づくり支援事業

根拠法令 H29予算現額 H29決算額（見込み）

所沢市まちづくりセンター条例施行規則、所沢市地域づ
くり協議会活動支援交付金交付要綱

H23年度～ 0.00 人

H29正規職員
人件費

法定受託＋附加 1,029千円 1,028千円

並木まちづくり協議会発足後、初となる主
催事業が開催され、さらなる地域活動の支
援が推進できた。

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

①支援事業の住民の参加人数
②地域づくり協議会活動支援交
付金交付の対象事業
③

地域づくり協議会活動支援交付金交付対象事業
数（平成28年度から実施）

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

地域の住民とともに課題を共有し、解決策
を見出すことで住みやすい地域づくりに繋
げていく。今後も自主的な活動が推進でき
るよう組織を整えていきたい。

3

H30年度目標

昨年度までの事業に加え、カラー
版広報紙を作成して全戸配布した
り、新規２事業（交通安全・地域福
祉講座）を行い、地域の課題の共
有化等を図ることができた。

H29実績

6

H29その他職員
従事割合

4

交付金額に制限があるため、対象となる事業を
十分に見極め設定する。

H28その他職員
従事割合

①6,867人

②7事業

③

H29年度目標

7 目標達成済み

地域団体のネットワーク化の方向性として
地域づくり協議会が設立できることが望ま
しいが、現在のところ設立には至っていな
い。各種関係団体と地域活性化に向けて
情報共有する中で協議・調整に努めてい
く。

非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

3

H28決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

A

Ｈ２３年度～ 15,273千円 臨時職員 0.00 人

20,000

11,576千円 臨時職員 0.00 人

20,000

非常勤
特別職

所沢
まち
づくり
セン
ター

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

期間 1.80 人

15,435千円 臨時職員

630千円

事業の目的及び具体的な内容

優先

並木
まち
づくり
セン
ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

臨時職員

1,029千円 1,024千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

公共的団体の実施する事業へ多く
の地域住民の参加を得られてい
る。
　一方、地域組織のネットワーク化
という視点では、公共施設間の連
絡調整会議を引き続き開催したとこ
ろである。また、地域づくり協議会
については設立には至ってない
が、町内会の代表者による会議で
地域課題について意見交換等が行
われた。

H29決算額（見込み）

21,014
非常勤
特別職

0.00 人 20,000

21,276

H28年度目標

H29実績

地域づくり支援事業

根拠法令 H29予算現額

所沢市まちづくりセンター条例施行規則、所沢市地域づ
くり協議会活動支援交付金交付要綱

0.00 人

指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

地域づくりを推進するために、地域組織の活性
化を図ることを目的として、公共的団体の実施す
る事業への地域住民の参加人数を指標とする。

H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

目標達成済み

地域住民の参加人数
（公共的団体の事業への参加人数）

Ｈ２３年度～ 19,940千円

人と人との絆を大切に、互いに支え合い助け合う地域
づくりを推進するため、地域づくり協議会に対し、１年度
当たり100万円を上限に、地域づくり協議会活動支援交
付金を交付するとともに、次の取組を行う。
①地域づくり協議会活動への支援②自治会・町内会等
の地域コミュニティの支援③まちづくり活動の人材育成
④地域の公共的団体の育成・支援⑤地域情報の提供
⑥地域防災⑦地域住民の要望等の処理・連絡調整

2.05 人

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額 H28決算額

期間 2.35 人 H30年度目標
非常勤
特別職

0.00 人

H28予算現額

①21,276人

②0事業（協議会未設立のため）

③

H29年度目標

H28その他職員
従事割合

臨時職員

629千円

1,052千円

①地域住民の参加人数

②地域づくり協議会活動支援交
付金交付対象事業数

③

所沢市地域がつながる元気な自治会等応援条例 2,378千円

H28正規職員
人件費一

般

6,860千円

11,455千円

非常勤
特別職

0.00 人

1,478千円 824千円

0.01 人

H29予算現額

H28その他職員
従事割合

H28決算額

自治会･町内会応援団派遣会場数

派遣団員数100人を目安としており、その中で可能な
限り要望に応えるため会場数を指標とした。
●団員数の目標　　[1･2年目職員]約100名 × 70％
（参加率）＝70名　　[その他職員]30名　　[計] 100名
●祭り1か所につき平均3名を派遣　　100÷3=33会場

H29決算額（見込み）

H29決算額（見込み）

1,676千円

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H29年度目標 H29実績 　「自治会・町内会応援団」については、特定の
職員に過度の負担がかからないように配慮し
つつ、地域づくりの重要性について、幅広く浸
透していくように活動を継続する。
　また、条例制定後はその周知を中心に啓発
活動を進めてきたが、一定期間を経過したこと
から、既存事業と一体的に進めていく。

35

H28実績

35

①周知啓発パンフレット作成

②自治会・町内会応援団
（派遣のべ人数・派遣会場数）

③加入世帯数

A
H28年度目標

H29年度に改善した点

35

H29目標値が未達成の理由・分析

H30年度目標

　「自治会・町内会応援団」の構成を若手
職員を中心とし、継続しやすい形式に方向
づけた。
　また、加入促進パンフレットや啓発品を
一新し、次年度以降の活用を見込んでい
る。

指標名 目標設定の考え方・根拠

　地域コミュニティの醸成に向け、
「自治会･町内会応援団」による支
援や加入促進などの取り組みが浸
透してきているものの、引き続き、
周知啓発が必要である。
　しかしながら、自治会･町内会活
動の重要性を認識する点において
は、一定の効果が感じられた。

①33,000部

②102人・35会場

③97,697世帯（平成29年4月1
日）

非常勤
特別職

0.00 人

6,703千円 35

30

臨時職員

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

臨時職員 0.01 人

「所沢市地域がつながる元気な自治会等応援条例」に
基づき、市が自治会・町内会への加入・参加の促進活
動と自治会・町内会活動の支援を実施するもの。
自治会等・町内会への加入・参加を呼びかけるパンフ
レットを作成し、主に転入者へ配布することで周知啓発
を行う。また、自治会・町内会が行う夏祭りへ市の職員
をボランティアスタッフ（自治会・町内会応援団）として派
遣することでその活動を支援する。

0.80 人

0.79 人

目標達成済

地域づくり協議会活動支援交付金交付対象事業
数

指標名

Ａ

1,051千円

①地域住民の参加人数

②地域づくり協議会活動支援交
付金交付対象事業数

地域
づくり
推進
課

期間

事業の種別

一
般

事業の目的及び具体的な内容

事業の種別

H29予算現額

1,053千円

H28正規職員
人件費

優先 自治事務

新所
沢東
まち
づくり
セン
ター

実施計画ランク

優先

自治会等応援事業

実施計画ランク H28予算現額

H27年度～

地域づくり支援事業

根拠法令

所沢市まちづくりセンター条例施行規則、所沢市地域づ
くり協議会活動支援交付金交付要綱

事業の目的及び具体的な内容 H28実績

H29年度目標 H29実績

H29その他職員
従事割合

目標達成済11 11

12

0.00 人

臨時職員

目標設定の考え方・根拠

17,579千円

H29正規職員
人件費

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

しんとこイーストネットの地域団体の活動を
はじめ、新所沢東地区の様々な情報を発
信することにより、幅広い年代の人たちが
交流を深めらるよう支援を行っていく。

しんとこイーストネットの活動をはじ
め、新所沢東地区の様々な情報を
発信することにより、幅広い年代の
人たちに交流を深めてもらうことが
できた。

平成27年6月にしんとこイーストネット（新
所沢東まちづくり協議会）を設立した。地域
で活動している２３団体で構成されてい
て、それぞれの団体が地域の課題解決に
向けた取り組みにあたり、ホームページ及
びＳＮＳを
活用し地域情報の共有化を図った。

非常勤
特別職

新所沢東地区の住民が自分たちの「まち」を常に
見つめ直し、かつ幅広い年代の人たちが地域活
動の中で交流を深め、助け合い、安全・安心な
「まち」
づくり目指しているため、活動数を指標とする。

0.00 人

H28その他職員
従事割合

H28年度目標

11 11

① 6,678

②11事業

H29目標値が未達成の理由・分析

H28決算額

H29年度に改善した点

H29年度に改善した点

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

法定受託＋附加 1,053千円

有 無

有 無

有 無

無 無
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有益
な
もの

所属
名称

経費

投入コスト
会
計

事務事業名称 事業概要（全体）

環境
影響

活動実績(H29)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

有害
な
もの

項目名

■ □ □

実績

評価者

地域づくり推進課長　青木一圭

項目名

■ □ □

実績

評価者

地域づくり推進課長　青木一圭

項目名

■ □ □

実績

評価者

地域づくり推進課長　青木一圭

項目名

■ □ □

実績

評価者

地域づくり推進課長　青木一圭

　建設や修繕等に関する相談が多数寄せ
られていることから、各集会施設の現況を
確認するとともに、自治会・町内会にヒアリ
ングを行う中で、緊急性や重要性などを踏
まえて整理をした。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み
　近年は、高齢化に伴う、例えば、畳から
フローリングへの床の改修工事などの修
繕の相談が増加傾向にある。今後とも、限
られた予算の中で、自治会・町内会の意向
に沿うように努めていくものとする。
また、空き家などの活用や他自治体の事
例の収集などを通して、効果的な助成方
法なども参考として進めていく。

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

0.54 人 5

17,000千円

事業の種別

一
般

H28予算現額

0.00 人

H28決算額

非常勤
特別職

目標設定の考え方・根拠指標名

B

根拠法令 H29予算現額

所沢市コミュニティ活動推進事業実施要綱・所沢市コ
ミュニティ活動推進事業補助金交付要綱　他

6,500千円

H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

地域住民の心のふれあいや交流の場、活動の拠点と
なるコミュニティ施設を建設や修繕など整備することで、
地域の一体感の醸成や共通課題の解決といった、各地
域で展開されている自主的なコミュニティ活動を推進す
るものである。

16,000千円
①集会施設建設事業

②集会施設修繕・増改築事業

③集会施設緊急修繕事業

補助対象事業数 補助金の交付対象となる団体数H29決算額（見込み）

H28年度目標
H28その他職員
従事割合

6,000千円

集会施設緊急修繕事業の申請が無かったため

H29年度目標 H29実績

4 3

0.00 人 H30年度目標

3

4,631千円 臨時職員 0.00 人
①0件

②3件（修繕）

③0件

H29正規職員
人件費

0.39 人

臨時職員 0.00 人

H29その他職員
従事割合
非常勤
特別職

H28予算現額

3,309千円 5

指標名

2,500千円

H28決算額

2,500千円
①申請件数

②

③

補助金交付件数

0.00 人

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2,500千円

一
般

目標設定の考え方・根拠

H28実績
A

根拠法令 H29予算現額

平成29年度コミュニティ助成事業実施要綱 2,500千円

事業の種別

H29目標値が未達成の理由・分析

①2件

②

③

県を通じて年度初めにその年度の採択件数が決
定されるが、その採択分について、円滑に申請
手続きを進め、確実に助成を行う必要があるた
め。目標については、その年度の採択件数から
算出している。

次年度の予算計上にあたり、年度当初か
ら事業が開始できるように当初予算に計
上した。

H29決算額（見込み）

H29年度に改善した点

一般財団法人自治総合センターが社会貢献広報事業
として実施する、宝くじ受託事業の収益を財源とした助
成制度を活用し、地域コミュニティ活動を実施する団体
の備品購入に対し助成を行うことにより、地域コミュニ
ティ活動の充実・強化を図り、地域社会の健全な発展と
住民福祉の向上に寄与しようとするものである。

0.52 人
非常勤
特別職

0.00 人 1 1

4,459千円 臨時職員 0.00 人 H29年度目標 H29実績

今後も事務が円滑に進むよう、関係各所と
連携して運用していく。

1 1

H30年度目標

1

目標達成済み

自治事務

根拠法令 H29予算現額

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

2,121千円

0.25 人
非常勤
特別職

0.00 人

臨時職員

所沢市地域集会施設維持管理費補助要綱 13,200千円

事業の種別

H29目標値が未達成の理由・分析一
般

H28予算現額 H28決算額 指標名

法定受託事務 法定受託＋附加 14,300千円

B

12,136千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

12,101千円
①補助団体総数（②+③）

②光熱水費や、借地料に関する
　補助団体数

③集会等の会場借り上げ費用
　補助団体数

補助団体割合
（ 補助団体数 / 総団体数* ）
*総団体数│276団体（平成29年4月1日時点）

平成28年度の要綱改正により全ての団体へ補
助できる制度となったため、指標を変更したも
の。より多くの団体へ補助することを目標とする。

目標設定の考え方・根拠

H28実績

　自治会･町内会の利便性を考慮して、職
員がまちづくりセンターへ赴く「出張受付」
を試行的に行った。
　また、「申請の手引き」に見やすさと分か
りやすさの工夫を加えた。

H29決算額（見込み）
　平成29年度までの目標値は、平
成28年度の新制度移行時に申請
件数が読めない状況で設定したも
のなので、平成30年度においては
過去2年間の実績を踏まえ、目標値
を見直した。

H28年度目標

①179団体

②162団体

③17団体

新制度となって2年目となり、全ての団体へ補助
案内を送付しているが、申請件数が180団体程
度で安定していることから「自治会館などを利用
しているにもかかわらず申請していない団体」は
ほとんどないと思われる。

各地域で展開されているコミュニティ活動を推進するこ
とを目的とし、自治会・町内会等が所有（借用）している
集会施設の維持管理費の一部を補助するものである。
また、平成28年度から集会施設を所有していない団体
が利用する、有料の会議室等の利用料の一部に対す
る補助も開始し、全ての団体へ補助できる制度とした。

0.40 人
非常勤
特別職

0.00 人 90% 65%

0.60 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

3,430千円 臨時職員

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H29年度目標0.05 人

H28決算額 指標名

H28実績

臨時職員 0.05 人

　自治活動の拠点であり、引き続き支援に
努める。また、出張受付は一定の効果が
あったと思われるので、時期などを検討し
ながら引き続き実施をする。

90% 65%

H29実績

5,091千円 70%

事業の目的及び具体的な内容

7,975千円

1,026千円 ①コミュニティ事業数

②講演会の来場者数

③市民フェスティバルブースで
の啓発品配付数

0.93 人

事業の種別

一
般

H28予算現額 目標設定の考え方・根拠

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 1,026千円

H28正規職員
人件費

根拠法令 H29予算現額

所沢市自治連合会補助金交付要綱 1,026千円

各自治会の諸事情や自治連合会の活動への理
解が伝わっていないなどの理由が考えられる。

H29目標値が未達成の理由・分析

各自治会・町内会等を全市的に支援・調整する
という行政ではなし得ない役割を担っているた
め、市内の全自治会・町内会の加入を目標とす
る。1,026千円

H29決算額（見込み）

臨時職員

280

H28その他職員
従事割合

自治連合会加入団体数(4月1日現在)

281

0.01 人

250
H29その他職員
従事割合

非常勤
特別職

H29年度目標 H29実績

　所沢市自治連合会に引き続き必要な支
援を行うとともに、地域の実態に合わせた
手法や積極的な呼びかけにより、加入促
進を進めていく。

臨時職員 0.01 人

0.00 人
B

①20事業

②618人参加

③500

H29年度に改善した点

251

H28年度目標

非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

自治会・町内会と行政及び関係団体との相互補完機能
を果たす団体として、地域住民の生活向上、コミュニ
ティづくりを推進する自治連合会の運営を支援するとと
もに、協働で単位自治会・町内会等への加入・参加を
促進する。

H29正規職員
人件費

0.86 人

7,297千円 276

地域
づくり
推進
課

地域
づくり
推進
課

地域
づくり
推進
課

コミュニティ助成事業

期間

～

地域
づくり
推進
課

実施計画ランク

期間

H3年度～

実施計画ランク

優先

実施計画ランク

優先

コミュニティ活動推進
事業

Ｓ55年度～

地域集会施設維持
管理費補助事業

期間

H5年度～

実施計画ランク

重要

所沢市自治連合会
補助事業

期間

重要

　平成29年度は、自治会・町内会の
準備が整わず、集会施設の建設実
施には至らなかった。
　一方で、修繕等については、概ね
要望を踏まえ、計画どおり実施でき
た。

円滑に手続きが進み、助成が完了
したため。

　所沢市自治連合会は、各自治会・
町内会等を全市的に支援・調整す
るという行政ではなし得ない役割を
担っており、今後もさらなる支援を
する必要がある。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H29年度に改善した点

　事務局から各役員へ会議の開催通知を
送付し、会議が適正に行われるよう支援し
た。

H29年度に改善した点

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

無 無

無 無

無 無

無 無
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有益
な
もの

所属
名称

経費

投入コスト
会
計

事務事業名称 事業概要（全体）

環境
影響

活動実績(H29)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

有害
な
もの

項目名

■ □ □

実績

評価者

地域づくり推進課長　青木一圭

項目名

■ □ □

実績

評価者

地域づくり推進課長　青木一圭

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

行政回覧率
（行政回覧世帯数／総世帯数）

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標

0.48 人
非常勤
特別職

一
般

34,873千円

H29年度目標

非常勤
特別職

目標設定の考え方・根拠

①行政回覧件数
　　（回覧番号を付与した件数）
②行政協力委員人数
　　（委嘱人数）
③

0.00 人 100%

H28予算現額 H28決算額 指標名

34,974千円

H28実績

36,390千円

B

根拠法令 H29予算現額

所沢市行政協力委員設置規程、所沢市行政協力委員
推薦及び報償金支給要綱

35,272千円

事業の種別

①399件

②2,176人

③

市や各公共機関からの行政事務（行政回覧）を市民に
円滑に提供することを目的とし、行政協力委員を委嘱し
ている。
行政協力委員は各自治会・町内会からの推薦によって
委嘱することとしており、市は委嘱状を交付し、年度末
に報償金を支払う。

H29目標値が未達成の理由・分析

行政回覧を広く市民に提供することが目的であ
るため。

　各自治会･町内会の負担軽減や制度の
効率化に向けて各地区を巡回して意見交
換を行った。

H29決算額（見込み）

71%

4,116千円 臨時職員 0.10 人 行政回覧率は自治会加入率と概ね比例するも
のである。加入率は、加入世帯数は増加してい
るが、総世帯数の増加がそれを上回っているた
め、加入率は減少傾向となってる。それに伴い行
政回覧率も伸び悩んでいる。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H29実績

　自治会加入世帯率の増加が回覧率の増
加に直結するので、自治会加入促進を引
き続き行っていく。また、自治会･町内会の
負担軽減に向けて関係課と協議していく。

臨時職員 0.10 人

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

100% 71%

0.32 人 0.00 人 H30年度目標

2,715千円 100%

事業の種別

一
般

H28予算現額 H28決算額 指標名

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

0.68 人

H28その他職員
従事割合

所沢市紡ごう絆地域応援事業補助金交付要綱 1,570千円

目標設定の考え方・根拠

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 1,560千円

根拠法令 H29予算現額
　これまでに申請のない自治会・町内会に
ターゲットを絞り周知を図った。
　また、事業の進捗管理に務め事務の効
率化を図った。

H29決算額（見込み）

H28年度目標

5,831千円

H29目標値が未達成の理由・分析

1,475千円

予算上限まで交付を行うことができる件数。
　新たな事業に取り組む自治会･町
内会からの応募が増えつつあり、
多様な活動の促進や、加入促進な
どの効果が期待できることから一定
の成果が挙げられていると考える。

0.00 人

H29その他職員
従事割合

1,521千円

臨時職員 0.00 人

H28実績

①交付申請件数

②補助金交付件数

③

補助金交付件数

17

H29正規職員
人件費

0.49 人 0.00 人

4,158千円

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H29年度目標 H29実績
　新たな事業に取り組む自治会・町内会か
らの応募が増えるように取組む。また、平
成30年度で要綱の期限が切れるため、翌
年度以降の方向性を検討する必要があ
る。

臨時職員

A

①32

②17

③

非常勤
特別職

0.00 人

17 17

非常勤
特別職

17 17

目標達成済

H30年度目標

地域
づくり
推進
課

地域
づくり
推進
課

S56年度～

実施計画ランク

実施計画ランク

行政協力委員支援
事業

期間

H29年度に改善した点

　市民への行政情報の提供として
行政協力委員による行政回覧は有
効であると考えるが、HPやＳＮＳな
どでも発信をしていることから、迅
速性や効率性などの課題もある。
　また、回覧件数や配布文書の増
加傾向にあることから自治会の負
担となっている。このことから、回覧
の発出が多い所管と負担軽減に向
け協議を進めていく。

H29年度に改善した点

重要

紡ごう絆 地域応援事
業

期間

H25年度～

地域の身近な課題の解決を図ろうとする住民の取組み
を応援するため、自治会等が意欲的に行う事業の立ち
上げや発展に係る経費の一部を補助し、支援するもの
である。

無 無

無 無


